
本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 1 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5首都圏 第1・2・3チーム 首都圏営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 3 2
T E L（ 0 8 7 ）8 0 6 - 3 6 6 0
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 2

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 9 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 6

北海道・東北営業チーム    
関東甲信越営業チーム
中部営業チーム

東日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 3
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 4
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 5

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 7
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 8
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 9

近畿営業チーム    
中四国営業チーム    
九州営業チーム

西日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 2 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 9特需 第1・2・3チーム特需営業
グループ取扱説明書

荷重の目安

使用方法

ご注意
ご使用になる前に必ずこの「取扱説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。間違った取り扱いを行いま
すと製品の品質劣化や損傷につながる可能性があります。本書に従わず取り扱いを行った場合については、当社での
保証は致しかねますのでご注意ください。 

使用上のご注意
■ 使用時において、製品の仕様を変える加工や、分解、改造はしないでください。事故や故障の原因となります。
■ 扉に登ったり、ぶら下がったりしないでください。扉が落下して、ケガをするおそれがあります。
■ 扉の開け閉めの際に指を挟まないようにご注意ください。
■ 扉を開閉する際、勢いよく開けたり、自然に閉まる動きに無理な力を加えたりしないでください。手荒く扱うとキズや破損・事
故の原因となります。

■ 製品に収納するものは下記「許容重量」以内にしてください。過度の荷重をかけると破損・変形する可能性があり危険です。
■ ストーブなどの熱源を近づけないでください。反り・割れ・変色の原因となります。

固定棚板
許容重量： 10kg/枚

アルミパイプ
許容収納量： ２足/本

可動棚板
許容重量： 10kg/枚

□ 許容重量より重い物は載せないでください。   □ 上記許容重量は目安値であり、保証値ではありません。 

・使用するダボ穴の
位置が同じ高さにな
るようにご確認くだ
さい。

ご注意

スリッパ収納ボックス 小物収納ボックス

可動棚板

可動棚板

可動棚板

可動棚板

可動棚板は取り外し可能です。取り付ける際はツノ付可動棚受をダボ穴へ
下図のように差し込み、可動棚板を乗せます。また、取り外す際は可動棚板
を外し、ツノ付可動棚受を外します。

大人用スリッパ

②扉とボックスの隙間を調節
右図Bに示すネジをゆるめ
扉を前後に動かして調節し
ネジを締め直して固定して
ください。

③扉の上下を調節
右図Cに示すネジ
（座金にあります）をゆる
め扉を上下に動かして調
節し、ネジを締め直して固
定してください。

可動棚板の取り付け・取り外し ミラー扉の調節

17.52.5

姿見扉

側板 側板

壁仕上げ面

下図のように、ボックスと扉の差が
開く側：17.5mm、吊り元側：2.5mmと
なるよう調整してください。
【上面図】

扉の調節後、必ず2～3回開閉し、扉が確実についていることをご確認ください。

①扉のゆがみ・左右の位置を調節
右図Aに示すネジを左右
に回して、扉を動かして位
置を調節してください。

扉のゆがみ・
左右の位置
を調節

ネジ/右回し…扉/開く側へ移動
ネジ/左回し…扉/吊り元側へ移動

扉とボックス
の隙間（前後）
を調節

扉の上下を
調節

2015.11

吊り元側 開く側

ミロート

ミラー扉壁厚収納

天板

ミラー扉

A
吊り元側

開く側

左回し
右回し

前後に動かす

ミラー扉

B

ネジを
ゆるめる

C
ネジを
ゆるめる

可動棚板

側板

ツノ付可動棚受

背板

必ずお読みください


